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理 科 学 習 指 導 案

平成２１年１１月１１日（水）５校時
指 導 学 級 ２ 年 ２ 組
男子１８名 女子１９名 計３７名
指 導 教 諭 今 藤 真智子
指 導 場 所 理 科 室

１ 単元名 「４ 化学変化と原子・分子」

２ 単元の目標

この単元では，物質と化学反応に関する事象の観察，実験を通して，分解や化合などにおける物質の
変化やその量的な関係について理解させるとともに，これらの事物・現象を原子や分子のモデルと関連
付けてみる見方や考え方を養う。

３ 単元設定の理由

（１）単元観
１年生では，「水溶液」や「状態変化」の学習で，目で見ることができない粒子の基礎的な考え方を

学んだ。これを受け，本単元では化学変化がもとの物質とは異なる物質を生成する反応であることを学
び，日常生活や社会の様々な場面で起こっている化学変化やそれにかかわる法則等を原子や分子のモデ
ルと関連付けて考えさせ，説明できるようにすることが主なねらいである。

この単元では，まず物質を分解する実験を行い，生成した物質から物質を構成している成分に気付か
せ，原子や分子の考え方へと導いていく。そして，化合や燃焼の実験や観察を行い，それらの化学変化
について原子や分子の考え方を用いて説明できるようにする。さらに化学変化の質量保存や質量の変化
については，定量的な実験を行い，結果から規則性を見いださせるとともに，このことについても原子
や分子の考え方とも関連させて，考えることができるようにするという流れになっている。

そして，ここで身に付けた原子や分子のモデルと関連付けてみる見方，考え方は，３年生で学習する
「化学変化とイオン」においても大切な基礎となる。

さらに，原子や分子のモデルや化学式，化学反応式が目に見えない自然の現象を予想したり，説明す
る上で有効な方法となっていることに気付かせ，知識として定着させたい。

（２）生徒観
男子１８名，女子１９名，計３７名のからなるクラスである。アンケートの結果（資料アンケート）

からは，理科の学習や観察，実験に対する興味・関心が高い生徒が多いものの，自分の考えをもつこと
や結果から規則性を見いだすなどの思考力を必要とする学習活動に対しては，やや苦手意識をもってい
ることがわかる。その結果をふまえて，科学的な思考力を高めるために，「自分の考えをもつ，他の意
見を聞く，相手にわかりやすいように表現する」という学習活動を授業に取り入れてきた。その結果，
資料アンケートの質問６で「友達の考えを聞くことは，自分の考えまとめることに役立っている。」と
回答している生徒が多いことから，互いの考えを発表し，聞き合う学習は科学的な思考力を高める手だ
てとして有効であると考えられる。質問７の「理科の学習内容と日常生活は，関係していることを感じ
ますか。」という質問に対して，あまり感じていないと回答している生徒が半数近くいることがわかっ
た。このことから，生活と科学のかかわりを感じさせるような授業を工夫していくことが大切であると
考える。

さらに，既習事項の定着を知るためにレディネステストを行ったところ，１年生の「身のまわりの物
質」の内容については，正答率が高く，ほとんどの生徒がよく理解していることがわかる。しかし，水
溶液や状態変化の様子をモデルで表すことや状態変化の質量の保存については，正しく理解していない
生徒の割合が比較的多いことがわかった。このことから，本単元においては，目に見えない現象やその
仕組みを理解させるための工夫が必要であると考えている。

（３）指導観
アンケートやレディネステストから目に見えない事象について理解しにくいこと，理科の学習と日常

生活とのかかわりをあまり感じていないこと，自分の考えをもつことに苦手意識をもっている生徒が比
較的多いことがわかった。このことをふまえ，以下のように指導していきたいと考えている。

第一に，目に見えない事象についての理解を促すために実験の仮説や考察を原子や分子のモデルと関
連付けて考えさせるワークシートの工夫を図った。特に，化学変化を考えるときには，原子や分子のモ
デルを式としてだけではなく，目に見えない事象を説明する手だてとして活用していきたい。

第二に，理科の学習と日常生活のかかわりをあまり感じていない生徒が多いことをふまえ，できるだ
け日常生活で起きている化学変化に目を向けてさせ，疑問を引き出し，授業の中で生徒の疑問を解決し
ていく過程を大切にしたい。

最後に，自分の考えをもつことに苦手意識をもっている生徒の割合が比較的多かったことについては，
（２）で述べたとおり，互いの考えを発表し，聞き合う学習活動を行ってきている。その際，「自分の
考え」を必ず書かせることで，積極的に交流できるようにしたい。また，規則性や関連性を見いだすな
どの，新たな知識を獲得する過程を仲間と共有できるように配慮したい。
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４ 研究主題について

（１）研究主題とのかかわり

校内研究主題 確かな学力をはぐぐむ学習指導の在り方
～自分の考えをもち，交流し学び合う生徒の育成～

（２）理科で目指す授業の姿
①自分の意見や考えをもち，発表することができる。
②互いの発表を通し，自分の考えなどに取り入れることができる。

（３）具体的な手だて
①授業の中に，考えをもち，交流する場を設定する。
②実験では，結果から考えられる法則や規則性を見いだし，その考えを書かせる。
③活動の流れや思考の流れを考慮したワークシートを工夫し，活用する。

５ 指導計画と評価計画
１分野下巻 「４ 化学変化と原子・分子」（全２６時間）

１章 物質の変化（１１時間）
★２章 物質どうしの化学変化（１５時間・本時 ８／１５）

時間配分 単元名と学習内容 評価計画

1 5 ★２章 物質どうしの化学変化 ・物質が結びついて別の物質ができることに興味を持ち，話し合いに進んで参加

時 １物質どうしはどう結びつくのだろうか しようとする。 【関心・意欲・態度】

間 ・どのようにしたら，鉄と硫黄を結びつけることができるか，自分の考えを発表

第１時 できる。 【科学的な思考】

２ 「鉄と硫黄が結びつくか実験を行い調べる。」 ・鉄と硫黄の混合物を熱したときに起こる反応と，できた物質の性質について調

時 べることができる。 【技能・表現】

間 ・鉄と硫黄の混合物を熱すると，あとに別の物質ができることを，実験結果から

第２時 指摘できる。 【科学的な思考】

「実験の結果から考察し，化合について学ぶ。」 ・化合物について例をあげて説明できる。 【科学的な思考】

・硫化鉄が化合物であり，純粋な物質であることを，原子・分子の概念で説明で

きる。 【科学的な思考】

２燃えるとはどのようなことなのか ・物質が燃えるときの変化や，燃えたときにできる物質に興味をもち，進んで調

べようとする。 【関心・意欲・態度】

第１時 ・物質が燃えるときには，何が必要で，どんな変化が起こるかを自分なりに考え

「スチールウール（鉄）を燃やしてできる物質 て指摘できる。 【科学的な思考】

を調べる実験を行う。」 ・スチールウールを燃やす前後では質量の変化について予想でき自分なりの考え

で指摘できる。 【科学的な思考】

４ 第２時 ・スチールウールを燃やしたときの質量の変化や酸素が使われているかどうかの

時 「実験の結果から，金属の燃焼について考える。」 調べることができ，燃えてできた物質について調べることができる【技能・表現】

間 ・スチールウールを燃やしたときの質量の変化や酸素が使われているかどうかの

第 3 時 調べることができ，燃えてできた物質について調べることができる【技能・表現】

「有機物の燃焼の実験を観察し，燃焼について考 ・燃焼が熱と光を出しながら激しく酸素と化合する反応であることを指摘できる

える。」 【知識・理解】

・有機物が燃焼したときに二酸化炭素や水できることを説明できる【知識理解】

第４時 ・いろいろな化学変化を原子や分子モデルを使って表すことができる【技能表現】

「金属や有機物の燃焼について，原子や分子のモ ・金属と酸素の化合でできる物質を原子分子のモデルで説明できる【科学的思考】

デルで考える。」 ・金属以外の物質と酸素の化合を原子・分子のモデルで説明できる【科学的思考】

・金属は燃えても二酸化炭素ができないことや，有機物を燃やしたあとの物質に

ついて原子，分子の考えから指摘できる。 【科学的な思考】

３化学変化が起こるときに物質の質量は変化する ●化学変化の前後では質量の変化に興味を持ち進んで調べようとする。

３ か 【関心・意欲・態度】

時 第１時「物質が化学変化する前と後の質量を比べ ●沈殿のできる反応，気体が発生する反応，金属と酸化する反応の前後の質量に

間 る実験を行い結果をまとめる。」 ついて，予想できる。 【科学的な思考】

●実験結果から，物質の出入りがなければ，化学変化の前後で物質全体の質量は

第２時「前時の実験の結果から，物質を出入りさ 変化しないという規則性を推論できる。 【科学的な思考】

本 せなければ質量は変化しないことを見いだ ●今まで学習した化学変化から，化学変化の前後で，全体の質量がどう変化する

時 させ，それを確かめる実験を通して質量保 のか自分なりに考え，発表できる。

２ 存の法則について学ぶ。」（本時２／３） ●質量保存の法則から，化学変化に関する物質の原子の種類と数には変化がない

/3 ことを，例をあげて説明する。

第３時「実験の結果から質量保存の法則ついてま ・結果を利用し，質量保存の法則が成り立つことをもとに，左右の原子の数が等

とめるとともに，原子や分子のモデルで考 しくなるように数を合わせることができる。 【技能・表現】

える。」 ・溶解や状態変化などでは，その見え方や体積は変化しても，質量は変化してい

ないことを指摘できる。 【科学的な思考】
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４化学変化を記号で表すにはどうすればよいか ・その他の化学変化の例をあげ，化学反応式でどう表されるか考えようとする。

【関心・意欲・態度】

第１時 ・化学反応式の意味を，例をあげて説明できる。 【知識・理解】

「これまでに学習した化学変化を原子・分子の ・モデルや化学式を使って（鉄と硫黄の）化合を化学反応式でかき表すことがで

２ モデルで考え，それをもとに化学反応式の表し方 きる。 【知識・理解】

時 を学ぶ。」 ・炭素と酸素の化合を化学反応式で書き表すことができる。 【知識・理解】

間 ・化学反応式からわかることを指摘できる。 【知識・理解】

・右辺と左辺の原子の数を合わせる理由を説明でき，銅と酸素の化合の化学反応

第２時 式を原子の数を合わせて書くことができる。 【科学的な思考】

「いろいろな化学変化について化学反応式で表し， ・Ｈ2 と２Ｈ2の違いを指摘できる。 【知識・理解】

質量ほぞの法則などと関連させて考える。」 ・水素と酸素との化合の化学反応式をかくときに，右辺と左辺の原子の数を合わ

せることができる。 【科学的な思考】

・水の分解の化学反応式が書け，中和反応で塩と水ができることを指摘できる。

【知識・理解】

５化学変化が起こるとき，物質の質量の割合はど ・化学変化が起こるとき，物質の質量の割合はどうなっているか興味を持ち，進

うなっているか んで調べようとする。 【関心意欲態度】

・金属と酸素が化合したときの質量増加を予想し，自分の考えを発表できる。

第１時・第２時 【科学的な思考】

「金属を熱したときの質量の変化を調べる」 ・金属を熱して，反応の前後の質量を正しく測定し，その結果をグラフに表すこ

とができる。 【技能・表現】

第３時 ・実験の結果から，ある質量の金属と化合する酸素の質量には限度があることを

４ 「実験の結果をグラフ化し，質量の変化の規則性 説明できる。 【科学的な思考】

時 について考える。」 ・実験結果から，金属の質量と化合した酸素の質量との関係をグラフで表し，そ

間 こから規則性を見いだすことができる。 【科学的な思考】

・２種類の物質から化合物ができるとき，一定の質量の割合で化合することを，

第４時 例をあげて説明できる。 【知識・理解】

「物質が化合するときには，質量の割合が決まっ ・反応する物質の質量比が一定であることから，物質をつくっている原子どうし

ていることを原子や分子のモデルと関連付けて考 は決まった割合で結びつくことを説明できる。 【知識・理解】

える。」 ・マグネシウムと酸素との化合や銅と酸素の化合をモデルで考察できる。

【知識・理解】

・実験で導かれた物質の質量の比は，原子の質量の比を表していることを指摘で

きる。 【科学的な思考】

６ 本時の指導（学習）

（１）本時の主題 『物質が化学変化をする前とあとの質量を比べよう』

（２）本時のねらいと評価

ねらい１ 物質が化学変化する前と後の質量を比較し，反応前後の質量に変化がなかったものと質量
が増減したものの原因をそれぞれ指摘できる。 【評価１ 科学的な思考】

ねらい２ 物質が化学変化する前と後の質量の総和が変わらないことを確かめるため実験方法を考
え，自分たちが考えた方法を説明することができる。 【評価２ 技能・表現】

（３）本時の具体的な手立てと提案（校内研究への工夫点）

前時の実験の結果から生じた気体や結びついた気体を合わせて測定しないと反応前後の質量の総和が
等しくならないことに気付かせる。さらに，そのことを確かめるための具体的な測定方法を生徒自身に
考えさせる。

閉ざされた状態で反応させれば，生成された物質（二酸化炭素）や化合で結びつく物質（酸素）の質
量を測定することができる，ということを見いださせ，その方法を図や文章で表現させる。このことは，
科学的な思考力や表現力を養うことができるとともに，「化学変化における質量保存」の理解を深める
ことにつながると考える。

また，互いに考えを交流させながら実験の方法を考え，生徒自身が見いだした方法で結果を確かめる
ことができれば，知識だけでなく，成就感も共有できると考える。
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（４）本時の展開（学習過程）

本
時 学習活動 予想される生徒の反応 指導上の留意点

学習形態 評 価

導 １前時の確認をする。 個 人 ・前時の結果を一覧にして，一目
入 でわかりやすいように工夫する。
２ 前時の実験の結果の確認をする。
分

展 ２原子の考え方から化学変化の前後の質 ・既習事項（ドルトンの原子の考
開 量に変化はないことを確認する。 え方の約束ごと）から，質量が保

存されていることを確認をさせる。

化学変化の前と後の物質全体の
15 質量は変わらない。
分

３ 課題１「なぜ，このような結果になったのか。それぞれの理由を考えてみよう。」

■自分の考えをワークシートに書く。 個人 ■質量が変わらなかった理由や質
量が増減した理由を考え，文章で

Ａ・水溶液の中だけで反応している 個人発表 表現させる。
から，質量は変わらない

・気体の出入りがなく，全体の質 ■測定していない気体があること
量のままで計測しているから に気づかせる。

Ｂ・二酸化炭素が発生したから。 【 評 価
・二酸化炭素の質量を測っていな ①科思】

いから
Ｃ・空気中の酸素が結びついたから

・空気中の酸素の質量を測ってい
ないから

４みんなの意見を聞き，前時の実験結果 ■Ｂ・ＣについてもＡと同じよう
の理由についてまとめる。 に，化学変化の前後のすべての物
Ａ：すべての物質について質量を測定 個人 質の質量を測定すれば「質量は変

していたため質量に変化がなかっ 化しない」ことを確かめることが
た。 できる，という仮説に導いていく。

ＢＣ：測定していない物質があるため
質量に増減があった。

展
開 ５ 課題２「化学変化の前後のすべての物質の質量を測定するためには，どのように
２ したらよいのだろうか。その実験の方法を考えよう。

15
分 実験方法を考えて，図や文章で書き表 個人→ ■テーブルの前班：Ｂ実験について

してみる テーブルの後班：Ｃ実験について
■テーブルの前班 Ｂについて 大体の方法を個人で考えさせる。 【 評 価
■テーブルの後班 Ｃについて （別紙のワークシートに図や文章 ②技表】

で記入させる。）

■自分の考えを発表し合い，班としての 班での意
意見をまとめる。 見交換 【 評 価
（紙に図や文章で書く。） （コミュ） ②技表】

６各班の発表から，閉じ込めた状態で実 班発表 ◎Ｂについては，二酸化炭素を逃
験を行えば，反応前後の質量が変わら 複数発表 がさないような方法を，Ｃにつ
ないのではないか，ということに気付 いては，結びつく酸素をあらか
く。 じめ測定できる方法を見いださ

せるようにする。
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実 ７実験をして確かめる。（実験） ■このとき，Ｂ班（前班）が実験
験 約束を確認する。 をするときには，後ろの班がきち

・前班は，Ｂの実験の準備，実験を行う。 んと見に来る。
15 ・後班は，Ｃの実験の準備，実験を行う。 Ｃ班（後班）が実験をするときに
分 ・それぞれ（前後班）の実験を見る。 は，前の班がきちんと見に来る。

・それぞれ（前後班）の結果を記入する。 ■実験準備が整った方からすぐに
・自分たちでまとめた実験の方法を通 始める。
し，「化学変化の前後で，すべての物質
を測定していれば質量が変化しない。」
ことを確認する。

■実験の結果（質量）を黒板に記入する。 ■全班の結果を使って，Ｂ・Ｃの
化学変化でも質量が変化しないこ

８「質量保存の法則」について知る。 とを確認し，「質量保存の法則」
について簡単に説明する。

ま ９自己評価を書かせ，実験のプリントを 実験のプリントを回収する。
と 回収する。
め
３ 10 復習プリントを配布する。 復習のプリントを配布する。
分 ＊次時の課題（宿題）

（５）本時の評価（Ａ・Ｂ・支援を要する生徒への手立て）

学習内容と評価 Ａ Ｂ 支援を要する生徒への手立て

ねらい１ ●前時の結果から化学変化の ●前時の結果から化学変化の ・前時の実験では，どのような化

物質が化学変化する前後の質量を 前後で測定していない物質が 前後で測定していない物質が 学変化が起きたのかを考えさせ，

比較し，反応前後の質量に変化が あることに気付き，なぜ測定 あったことに気付き，質量の その前と後のすべての物質に着目

なかったものと質量が増減したも できなかったのかを含めて質 増減について説明することが させるようにする。

のの原因をそれぞれ指摘できる。 量の増減について説明でき できる。

【評価１科学的な思考】 る。

ねらい２ ●化学変化の前後ですべての ●化学変化の前後ですべての ・具体的な実験器具にとらわれる

物質が化学変化する前後の質量の 物質を測定する実験方法を考 物質の質量を測定するための のではなく，「閉じ込めた状態」

総和が変わらないことを確かめる え，具体的な方法を図や文章 条件をあげ，その方法を図や をつくる等の必要な条件に気付か

ため実験方法を考え，自分たちが で書き表すとともに，その手 文章で書き表し，説明するこ せるように助言する。

考えた方法を説明することができ 順や実験器具等も示しなが とができる。

る。 【評価２ 技能・表現】 ら，説明することができる。
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学習日 平成２１年 月 日（ ）

２年１分野下 ４化学変化と原子・分子 【科思】【技表】

第２章 物質どうしの化学変化 p ２６・２７ ２年 組 NO 氏名

【前回の実験より】 ＊化学変化の前とあとの質量について

Ａ中和 硫酸と水酸化バリウムを混ぜる。 質量

Ｂ気体が発生 石灰石と塩酸を混ぜる。 質量

Ｃ銅を熱する 銅の粉を熱する。 質量

課題１「なぜこのような結果になったのか。その理由を考えよう。

自分の考え

結果

結果
Ｂ

結果
Ｃ

みんなの考え

課題２ 「化学変化の前後のすべての物質の質量を測定するためには，どのよ
うにしたらよいのだろうか。その実験の方法を考えよう。」

別紙に記入する。
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【確かめる実験】 ２年 組 NO 氏名

実 験 題「質量が変わらないことを確かめる」【技能・表現】

★Ｃ ★実験の約束
後班 ■前班 気体が発生する実験

１前班Ｂ，後班Ｃで実験を分け
■Ｂ る。
前班 ふたをする。 しっかりふたを

する。 ２前班Ｂ実験をＣ班も一緒に見
塩酸入り試験管 逆さまにして， る。

塩酸をこぼす。
３前班Ｂが終わったら，後班Ｃ

■■ 石灰石 ■■ 石灰石 の実験をＢ班のも一緒に見る

電子てんびん 電子てんびん

計測する。 １～２分後の質量を計測する。

混ぜる前 混ぜた後 化学変化前後の質量の変化について

ｇ → ｇ

★後班 銅の実験で検証

酸素入れる 栓をする。

素早く
銅の粉を 酸素に多く
入れる。 触れるよう

にふる。
弱火で
加熱する。

電子てんびん 電子てんびん

計測する。 冷めてから計測する。

加熱前 加熱後 加熱前後の質量の変化について

ｇ → ｇ

授業の

感想

【実験の自己評価】 Ａ・Ｂ・Ｃに○を付けてください。

①積極的（意欲的）に参加できましたか。 Ａできた Ｂまあまあ Ｃできない

②実験の方法を考えることはできましたか。 Ａできた Ｂまあまあ Ｃできない

③意見交換を通して，自分の考えが深まりましたか。 Ａ深まった Ｂまあまあ Ｃ深まらない

④最後の実験で化学変化の前後で質量が変わらないことがわかりましたか。 Ａわかった Ｂまあまあ Ｃわからない
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★資料 アンケート結果★

理科アンケート その１ （興味関心について）

仙台市立南光台中学校

２年２組 番 氏名

下のアンケートについて，あてはまる項目に○をつけて答えてください。

１ 理科の学習は好きですか？ ＊アンケート結果＊
A とても好き B どちらかというと好き 問１ 5 人 10 人 15 人 20 人
C あまり好きではない。 D 全く好きではない。 Ａ とても好き 15 人

Ｂ まあまあ好き 18 人
２ １分野と２分野どちらが好きですか？ Ｃ 4 人 あまり好きではない

Ａ どちらも好き。 Ｂ １分野 Ｃ ２分野 Ｄ ０人
Ｄ どちらも好きではない。 問２ 5 人 10 人 15 人 20 人

Ａ どちらも ７人
●ＡかＢと答えた人のみ Ｂ １分野 18 人 １１人
１分野のどういうところが好きですか？ Ｃ ２分野 １９人

複数回答可能 Ｄ １人
A 実験があるから B 規則性や法則があるから
C わかりやすいから D 数学的なところ ●Ａ１２人 Ｂ９人 Ｃ 1 人 Ｄ４人 Ｅ０人
E その他（ ところ）

▲Ａ４人 Ｂ３人 Ｃ６人 Ｄ１３人 Ｅ１４人 Ｆ０人
▲ＡかＣと答えた人のみ
２分野のどういうところが好きですか？ ○苦手 計算が大変。用語が多く覚えられない。

複数回答可能
A 観察があるから B 規則性や法則があるから 問３ 5 人 10 人 15 人 20 人
C 自然の不思議が感じるから D わかりやすい。 Ａ いつも １１人
E 生物や地学が好きだから F その他（ ところ） Ｂ だいたい ２４人

Ｃ あまり ３人
○Ｄ どちらも嫌いと答えた人のみ Ｄ ０人
理科のどんなところが嫌い・苦手ですか？

問４ 5 人 10 人 15 人 20 人
３ 学習内容や実験の目的を理解して，観察・実験に取 A とても １４人

り組んでいますか。 B まあまあ １５人
A いつも理解して取り組んでいる C あまり ７人
B だいたい理解して取り組んでいる D １人
C あまりできない D 全然できない

問５ 5 人 10 人 15 人 20 人
４ 観察や実験の結果から規則性や関連性を見いだす学 A いつも ７人

習が好きですか。 B だいたい ２３人
A とても好き B まあまあ好き C あまり ７人

C あまり好きではない D 嫌い D ０人

５ 自分の考えを書いたり，答えたりする内容の授業の 問６ 5 人 10 人 15 人 20 人
とき，自分の考えを持つことができます か。 A とても １９人

A いつもできる B だいたいできる B まあまあ １７人
C あまりできない D 全然できない C ０人

D 全然 １人
６ 友達の考えを聞くことは，自分の考えをまとめるこ

とに役立っていますか。 問７ 5 人 10 人 15 人 20 人
A とても役立つ B まあまあ役立つ Ａ 感じる １０人
C あまり役立たない D 全然役立たない Ｂ 少し １０人

Ｃ あまり １７人
７ 理科の学習の内容と日常生活は，関係していること Ｄ ０人

を感じますか？
A 身近に感じる。 B すこし身近に感じる。
C あまり感じない。 D 全く感じない。
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☆資料 レディネステスト結果☆

理科アンケート その２ （既習事項）

２年２組 番 氏名

１ 何かものを水にとかしたときの重さについて質問します。 ｇ
例えば，食塩を３ｇを水１００ｇにとかしたら，食塩水は何ｇになりますか。

１０３ｇ ３０人 １００ｇ ２人 無回答 ５人

２ 何かを燃えるときについて質問します。
落ち葉は（ ）を使って燃えて，

例えば，落ち葉を集めてたき火をしたとき，落ち葉は
何を使って燃えて，燃えたときに何が出てくるでしょう。 （ ）が出てくる。

酸素 酸素
二酸化炭素 ３５人 炭 ２人 無回答 ０人

３ 物質の状態変化がおきるとき，質量は変化しますか。

変化する １０人 変化しない２５人 無回答 ２人

４ 物質の状態変化がおきるとき，体積は変化しますか。

変化する ３０人 変化しない ４人 無回答 ３人

５ 物質の状態変化がおきるとき，
温度とどのような関係があるか，
説明しなさい。

温度に関係 １６人 不正解 ４人 無回答 １７人

６ 物質が水に溶けている状態を 正解 ２３人
○（モデル）を使って，説明し
なさい。 不正解 ３人

無回答 １１人

７ 物質の状態変化（固体・液体・気体）を○（モデル）を使って，表現してください。

固体 液体 気体

固体 液体 気体 正解 １０ １０ １１

不正解 ６ ６ ４

無回答 ２１ ２１ ２２


